0507　探究科学Ⅰ「探究の基礎」　インタビューの基礎
★インタビューの目的・特徴★
量的データだけではわからないその人の考えや具体を対象者の「語り」から明らかにすること
　全体の傾向を把握することはできないが、個別具体の詳細な情報を得ることが可能

【インタビューの流れ】
１．事前準備　
　①情報収集　…書籍やネット等で先行研究を調べ、探究テーマに関する知識を増やしておく。
　　　　　　　　　☞調べて分かることをわざわざインタビューで聞く必要はない。
　②対象選定　…誰に聞くとよいか。例　専門家　若高生　保護者　小学生　など
　③質問項目　…どんなことを尋ねたいのか。事前に質問項目を用意しておく。
　　　　　　　　☞インタビューの目的（明らかにしたいこと）と質問項目がマッチしているか
　　　　　　　　　をよく検討する（担当教員や友人に確認してもらう）
  ④２種類のインタビュー方法
　　Ａ）構造化インタビュー　　：対象者全員に同じ質問項目を聞く。アドリブは入れずに
マニュアル通りに進める。（対象者による偏りを防ぐため）
　　Ｂ）半構造化インタビュー　：対象者全員に聞く「共通の質問」と対象者とのやりとりの
なかで浮かんだ疑問を聞く。（対象者に応じて深堀できる）

２．インタビューの申し込み　
　①方法　…メール、電話、手紙　など　＊可能であれば最初は電話のほうがよい
　②礼儀　


３．インタビュー当日　
　①持ち物　…ノート(質問事項)、筆記用具、カメラ、chromebook、ボイスレコーダー等
　②礼　儀　…５分前には到着する。
　③メモの取り方
　　▻話の内容だけでなく、相手の表情や話を聞いている中で感じたことなども記録する
　　▻相手の話を遮らず「傾聴」することを意識し、話やすい雰囲気づくりに努める

４．お礼　
　＊インタビュー後、できるだけ早く(その日のうちに)お礼を伝える。(メールや手紙等)

５．インタビュー内容の整理・分析　
＊インタビューから結局何が明らかになったのかを整理したのちに、分析する
0507　探究科学Ⅰ「探究の基礎」　アンケートの基礎
★アンケートの目的・特徴★
多くの対象に対して同一の質問に対する回答を集めることで全体としての傾向や状態を把握　することができる。量的データとして回収することが可能。

【アンケートの流れ】
１．事前準備　
　①目的の明確化　→アンケートによって何を明らかにしたいのかを明確にする
　　　　　　　　　　＊本当にアンケートする必要があるのかも慎重に検討する
　②対象選定　→知りたい内容に合った対象者を選ぶ。
　③質問項目の検討
　④実施方法の検討　→ペーパーかGoogleフォームか。郵送か手渡しかSNSか。
　⑤アンケートの作成

２．アンケートの形式と内容　
　①冒頭：氏名・所属、あいさつ文、調査目的、回答方法、〆切などを記入しているか。
　②文末：アンケートへのお礼が書けているか。
　③質問：アンケートで何を明らかにしたいのかが明確か。
　　　　　誰にでも理解できる質問文になっているか。
④回答形式の検討
　　・YES/NO方式　　例　１．はい　２．いいえ
　　・４件法方式　　例　１．あてはまる　２．ややあてはまる　
３．ややあてはまらない　４．あてはまらない
　　・選択肢方式　　例　１．毎日　２．週５～６回　３．週３～４回　４．週１～２回
　　・自由回答方式　例　～についてどう思いますか？
　＊注意事項
　　→基本的に個人名を記入させるのはＮＧ（個人情報の観点から）
　　　追跡調査をしたい場合など特別な事情がある場合に限り、研究協力者に事前に許可を
とったうえで個人名を回答してもらう

３．アンケートの実施
　＊探究活動の一環でアンケートを実施する前に必ず担当教員の許可を得ること（校内ルール）

４．お礼

【Googleフォームの設定】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．［設定］→［回答］→「福井県教育委員会 と信頼できる組織のユーザーに限定する」をOFFにする。
２．［設定］→［表示設定］→「確認メッセージ」の編集を押す。
　　「ご協力ありがとうございました！」と入力し［保存］を押す。
[image: ]３．［送信］→［　　］→［URLを短縮］→コピー
４．３でコピーしたURLをclassroomに流したGoogleフォームに入力する。
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